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SPA標準化関連動向

n SPAのISO化（ISO/IEC TR 15504)
n ISO/IEC　15504　・・・CD段階

（ISO/IEC12207 &15288の参照)
n ISO 9000の２０００年改定

n TL9000などのセクタ規格での検討

n ISO 13407（Usabilityプロセス）

n DIS 21827（SSE-CMM：セキュリティ
プロセス）

n ISO9000-3:2000の検討開始　SC7/WG18
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n 1991年度　ソフトウエアプロセスアセスメントの国際標準化
の必要性の検討が始まり 1993年度から正式に研究開発
活動を開始。

n 1998年度　ＴＲを発行（ＩＳＯ/IEC TR15504)
n 1999年度　日本語版を発行（JIS ＴＲＸ0021）

n 現 在 第 3次試行を国際的に実施中。　

n 2003年度？　ＩＳとして制定の予定

n 欧州、オーストラリアはＳＰＡを標準として制定し使用を進め、
韓国も最近試行にかなり力を入れてきている。

n 中国が関心を示している。　　　　　

ISO/IEC　TR　１５５０４
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SPAの標準化の必要性

n 公開で共有のプロセスアセスメントの方式を提供
する

n プロセス改善及び能力評価のためにプロセスア
セスメントを利用する際の共通の理解を得る

n 調達時の能力評価を容易にする

n 管理し，定期的に利用経験に基づき見直す

n 国際的な合意によってのみ変更する

n 現存する仕組みとの調和を効果的に推進する
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15504の読み手

n アセスメントの依頼者: 　　　　　１,２,３,４,６

n プロセス改善の依頼者: 　　　　　　　　　７

n プロセス能力判定の依頼者: 　　　　　　８

n アセッサ: 　　　　　　　　　　　　　２,３,４,５,６

n アセスメントモデルの開発者:　　２,３,４,５

n アセスメント方法の開発者: 　　　　２,３,４

n ツールの開発者：　　　　　　　　　２,３,４,５
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規格の構成

ソフトウェアプロセスアセスメントの
国際規格ISO/IEC TR 15504

の概要
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15504の構造(1/3)

 

第 6 部  

ア セ ッ サ の 能 力  
の 手 引 き  

第 ７ 部  

プ ロ セ ス 改 善  
の 手 引 き  

第  8 部  

供 給 者 の 能 力 判 定  

第 3 部  

ア セ ス メ ン ト の 実 施  

第 4 部  

ア セ ス メ ン ト 実 施  
の 手 引 き  

第 2 部  

プ ロ セ ス 及 び プ ロ セ ス  

能 力 の 参 照 モ デ ル  

第 5 部  

ア セ ス メ ン ト モ デ ル  
及 び 指 標 の 手 引 き  

第 1 部  

概 念 及 び 導 入

の 手 引 き  

第 9 部  

用 語  
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15504の構造(2/3) --SPA/SPI/PCD

改善コンテキスト

SPI: Software Process 
Improvement

能力判定コンテキスト

PCD: Process Capability 
Determination

プロセスアセスメント
SPA: Software Process Assessment

（アセスメントという独立のプロセス）

Part 7として提示： ISO9004-
4:1994に 即 し た 内 容

Part ８として提示

CMMの用語ではSoftware 
Capability Evaluation
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2次元構造

プロセス座標(SLCPのテイラリング）

能
力
座
標

2次元マトリックス
としての評価
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能力水準の考え方(1/2)

n 15504の基本コンセプト：“それぞれのプロセスごとに
プロセス能力の診断評価を行う”

n プロセス能力とは、
Ø ソフトウェア／ITシステム開発・運用組織やプロジェクト推進

組織の

Ø あるプロセス遂行における組織的な能力

のことである
15504-9：「要求されるゴールを達成するためのプロセスに関する

能力」
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能力水準の考え方(2/2)

n 能力は、「能力水準」(Capability Level)という
用語・尺度を用いて評価される
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能力水準(1/2)

能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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能力水準(2/2)

n 各能力水準は、「プロセス属性」に細分してプロセ
ス能力の達成度を評価するーー＞実際にはCLで
なくPAの達成度を評定する

n プロセス属性(Process Attribute)を、PAと略記する

能力水準２：管理された

PA2.2:作業生産物管理属性

PA2.1:実施管理属性
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プロセス属性

n PA1.1  　　　プロセス実施属性

n PA2.1  　　　実施管理属性
n PA2.2  　　　作業生産物管理属性

n PA3.1  　　　プロセス定義属性
n PA3.2  　　　プロセス資源属性

n PA4.1  　　　プロセス測定属性
n PA4.2  　　　プロセス制御属性

n PA5.1  　　　プロセス変更属性
n PA5.2  　　　継続的改善属性
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プロセス座標

n SLCP(共通フレーム）のプロセスの考え方
をほぼそのまま採用

n いくつかの補強を行っている

n 要素プロセスへの詳細化

n 新規プロセス

n 拡張プロセス
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プロセス座標の全体像

取得準備
供給者選択
供給者監視
顧客受入れ

CUS.1  取得 CUS.2   供給

CUS.4  運用

運用利用
顧客支援CUS.3  要求引出し

ENG.1  開発

システム要求分析及び
設計
ソフトウエア要求分析
ソフトウエア設計

ソフトウエア構築
ソフトウエア結合

ソフトウエアテスト
システム結合及び
テスト

ENG.2    システム及びソフトウエア保守

SUP.1 文書化

SUP.2 構成管理

SUP.3 品質保証

SUP.4 検証

SUP.5 妥当性確認

SUP.6 共同レビュー

SUP.7 監査

SUP.8問題解決

主ライフサイクルプロセス 支援ライフサイクル

プロセス

ORG.2 改善

プロセス確立

プロセスアセスメント

プロセス改善
ORG.3 人的資源管理

ORG.4 環境整備

ORG.5 測定

ORG.6 再利用

組識ライフサイクルプロセス

図１　プロセスディメンジョンのプロセス

取得準備
供給者選択
供給者監視
顧客受入れ

CUS.1  取得 CUS.2   供給

CUS.4  運用

運用利用
顧客支援

CUS.3  要求引出し

ENG.1  開発

システム要求分析及び設計
ソフトウエア要求分析
ソフトウエア設計

ソフトウエア構築
ソフトウエア統合(結合)
ソフトウエアテスト
システム統合(結合)及びテスト

ENG.2    システム及びソフトウエア保守

SUP.1 文書化

SUP.2 構成管理

SUP.3 品質保証

SUP.4 検証

SUP.5 妥当性確認

SUP.6 共同レビュー

SUP.7 監査

SUP.8問題解決

主ライフサイクルプロセス 支援ライフサイクルプロセス

ORG.1 組織整合
ORG.2 改善

プロセス確立
プロセスアセスメント
プロセス改善

ORG.3 人的資源管理

ORG.4 環境整備

ORG.5 測定

ORG.6 再利用

MAN.1　管理プロセス

MAN.2　プロジェクト管理プロセス

MAN.3　品質管理

MAN.4　リスク管理　　　　　　　

組識ライフサイクルプロセス
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プロセスカテゴリ
ﾌﾟﾛｾｽｶﾃｺﾞﾘ 概 要 説 明

顧客-供給者(CUS) ソフトウェア開発及び顧客への移行等を
支援するプロセス群

エンジニア
リング(ENG)

ソフトウェア製品等の仕様決定し，
実現し，保守するプロセス群

支援(SUP) 他のプロセスから利用しうるプロセス群

管理(MAN) 管理する人が実施する一般的なプロセス
群

組織(ORG) 組織のビジネスゴールを確立するプロセ
ス群
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プロセス（要素プロセス以外）
CUS　顧客-供給者カテゴリ
　　CUS.1　取得
　　CUS.2　供給
　　CUS.3　要求引出し
　　CUS.4　運用

ENG　開発カテゴリ
　　ENG.1　開発
　　ENG.2　ｼｽﾃﾑ及びｿﾌﾄｳｪｱ保守

SUP　支援カテゴリ
　　SUP.1　文書化
　　SUP.2　構成管理
　　SUP.3　品質保証
　　SUP.4　検証
　　SUP.5　妥当性確認
　　SUP.6　共同ﾚﾋﾞｭｰ
　　SUP.7　監査
　　SUP.8　問題解決

MAN　管理カテゴリ
　　MAN.1　管理
　　MAN.2　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理
　　MAN.3　品質管理
　　MAN.4　ﾘｽｸ管理

ORG　組織カテゴリ
　　ORG.1　組織整合
　　ORG.2　改善
　　ORG.3　人的資源管理
　　ORG.4　環境整備
　　ORG.5　測定
　　ORG.6　再利用
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要素プロセス
CUS　顧客-供給者カテゴリ
　　CUS.1　取得

CUS.1.1　取得準備
　　　　CUS.1.2　供給者選択
　　　　CUS.1.3　供給者監視
　　　　CUS.1.4　顧客受け入れ
　　CUS.4　運用
　　　　CUS.4.1　運用利用
　　　　CUS.4.2　顧客支援

ENG　開発カテゴリ
　　ENG.1　開発
　　　　ENG.1.1　ｼ ｽ ﾃ ﾑ要求分析及び設計　
　　　　ENG.1.2　ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ要求分析　　　　
　　　　ENG.1.3　ｿﾌﾄｳｪ ｱ設計
　　　　ENG.1.4　ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ構築　　　　　　
　　　　ENG.1.5　ｿﾌﾄｳｪ ｱ結合
　　　　ENG.1.6　ｿﾌﾄｳｪｱﾃｽﾄE
　　　　ENG.1.7　システム結合及びテスト
　　　

ORG　組織カテゴリ
　　ORG.2　改善
　　　　ORG.2.1　プロセス確立
　　　　ORG.2.2　プロセスアセスメント
　　　　ORG.2.3　プロセス改善
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指標

n プロセス座標において，モデルの詳細な要素は，作
業生産物をとおしてプロセスの効果的な実行に着目
したプロセスの実施の指標群を構成していなければ
ならない。 à　（Part5では）作業生産物、　BP

n 能力座標において，詳細な要素は，プロセス属性を
現実のものとするプロセス管理プラクティスに着目し
たプロセス能力の指標群を構成していなければなら
ない。 à（Part5では） MP
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評定の方法(FLPN)

n 各PAに対する達成度評定の結果は、次の
評価語で表示される

F(fully achieved):　100~86%達成

L(largely ..)：　 85~51%達成

P(partially ..):　 51~16%達成

N(not achieved):   15%以下の達成

%が具体的に何を基準とするかは定義していない
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評定のまとめ

CL0：不完全な

FLPNPA1.1：プロセス実施属性CL1：実施された

FLPNPA2.1：実施管理属性

CL2：管理された FLPNPA2.2：作業生産物管理属性

FLPNPA3.1：プロセス定義属性

CL3：確立された FLPNPA3.2：プロセス資源属性

FLPNPA4.1：プロセス測定属性

CL4：予測可能な FLPNPA4.2：プロセス制御属性

FLPNPA5.1：プロセス変更属性

CL5:最適化している FLPNPA5.2：継続的改善属性
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評定集合（プロファイル）

n 評定の結果は、各プロセスごと、各PAごと
の評定結果の分布として示す

<---- 対象組織に対してのレベル（水準）決定
という方法ではない

この分布を評定集合（プロファイルという）
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評定集合(プロファイル）の表示

要求引出

し

ソフトウ

ェア設計

顧客支援 ソフトウ

ェア構築

ソフトウェ

アテスト

完全に達成

部分的に達成

ほとんど達成

達成していない

プロセス

プロセス属性

実施された

管理された

確立された

予測可能な

最適化している

PA1.1

PA2.1

PA2.2

PA3.1

PA3.2

PA4.1

PA4.2

PA5.1

PA5.2



27

評定集合ーー＞プロセス水準判定

nしかし、場合により、各プロセスに対して、PAごとの評定値分布で
はなく、「このプロセスはレベル○○」という評価を行うこともある

能力水準 診断されたPA項目 各PAの評定値

水準　5 プロセス制御以下の全PA
プロセス変更PA
継続的改善PA

完全に(F)

ほとんど(L)又は，完全に(F)

ほとんど(L)又は，完全に(F)

水準　4 プロセス資源以下以下の全PA
プロセス測定PA
プロセス制御PA

完全に(F)

ほとんど(L)又は，完全に(F)

ほとんど(L)又は，完全に(F)

水準　3 作業生産物管理以下以下の全PA
プロセス定義及び修整PA
プロセス資源PA

完全に(F)

ほとんど(L) 又は，完全に(F)

ほとんど(L) 又は，完全に(F)

水準　2 プロセス実施以下のPA
実施管理PA
作業生産物管理PA

完全に(F)

ほとんど(L) 又は，完全に(F)

ほとんど(L) 又は，完全に(F)

水準　1 プロセス実施PA ほとんど(L) 又は，完全に(F)

28

両立性

n モデルの目的：プロセス能力を診断する

n モデルの適用範囲：参照モデルのプロセ
ス座標におけるプロセス群 を含む

n モデル要素及び指標 ：　指標があること

n 対応付け

n 変換
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アセスメントプロセス

n アセスメントを行うこと自体をプロセスとし
て捉える

n アセスメントを実施していく手順を示す
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アセスメント入力

アセスメントの依頼者名，及び診断する組織との関係

アセスメントの目的

アセスメントの範囲

アセスメントの制約

アセスメントで用いるモデル

能力のあるアセッサを含むアセッサの識別

アセッサの能力の基準

アセスメント受審者及び支援要員

付加情報
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依頼者の責任

n アセスメント全体に責任をもつアセッサ
（能力のあるアセッサ）が必要な能力
及びスキルがあるかを検証する

n アセスメントを実施するために，資源を
利用できることを確実にする
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能力あるアセッサの責任

n アセスメントを進めるために依頼者の確約を確認する

n アセスメントがこの標準情報(TR)のこの部の要求事項に従っ
て実施されることを確実にする

n アセスメントの参加者がアセスメントの目的，範囲及びすす
め方の要点の説明を受けていること確実にする

n アセスメントチームの全員が適切な知識及びスキルを持つこ
とを確実にする

n アセスメントの完了にあたり，アセスメントが要求事項を満た

していることを検証し，文書化する
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アセスメントプロセス文書

n 計画のありかた（アセスメント入力の要求
項目を含む）

n データ収集の方針（手段、範囲など）

n データの妥当性検討方針

n 診断・評定の実施方法、記入フォーマット
や集計方法

n 報告事項と報告の実施方法
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アセスメントプロセス

（１）アセスメントの計画と準備
アセスメントスコープ／計画／アセスメントチーム／関係者説

明／質問集による情報収集、分析／ドキュメントレビュー

（２）アセスメントの実施のための現場活動
オープニングミーティング／関係者インタビュー／情報の整

理／発見事項のプレゼンテーション／評定／レポート作成
― ―情報収集では、文書、プロジェクトリーダ、サブリーダ、
作業担当者など複数の情報源から情報を収集するとよい

（３）結果のレポート
最終レポートのプレゼンテーション／経営者への説明／ラッ

プアップ
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アセスメント結果報告

n 引き続くプロセス改善活動の円滑な推進を図
るため、関係者への報告はもとより、経営者
への報告が肝要である。一般にこれはエグゼ
クティブサマリとして報告される

n 報告では、プロセスの能力水準を強調することは
好ましくなく、むしろプロセスの強み、弱みにフォー
カスして、改善へ向けた提言を強調すべきである。

36

アセッサの要件(1/3)

n ソフトウェアプロセス：　アセッサは,様々なラ
イフサイクルモデルを含むソフトウェア開発,
及び保守に詳しく, 15504-2に書かれたプロ
セスモデルの少なくとも１つのカテゴリに精
通していること

n 15504-1～9に関係するアセスメントの視点
に関する能力を持つこと
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アセッサの要件(2/3)

個人的な属性

効果的な文章及び口頭による意志疎通能力

判断力及び指導
力

一貫性

親密さ

外交性

慎重さ

根気強さ及び抵抗処理能力
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アセッサの要件(3/3)

n アセッサの教育,訓練
n 一般教育・ソフトウェア教育

n SPA の診断活動の訓練コース（特別な訓練）

n 経験の確認
n SPA の診断活動経験

n ソフトウェア開発・管理経験

n 経験の記録

n 能力の維持も求められる
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プロセス改善サイクル

実行

SPI開 始

SPA
準 備 と 実 行 結 果 分 析 と

活 動 計 画

範囲特定と
優先付け

業界水準

(bench mark)

SPA 要求
承認した
行動計画

監視

アセスメント
結 果

確認

効 果 維 持

ニ ー ズ 検 討

実行された改善

改善結果の
確 認

制度化された改善

開 始

組織のニーズ

現在の診断した能力

再アセスメント要求

予備的な
改善プログラム計画

再アセスメント
結果分析

プロセスモデルの
プラクティス記述 PCD による対象能力評定集合

PCD のための
プロセス改善プログラム計画

ソフトウェアプロセス
改善要求

組 織 の ソ フ ト ウ ェ ア

プ ロ セ ス 改 善

SPA
PCD
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調達とSPA

n 次の2つのSPA利用を明確に区別する。

Ø 調達側プロセス自身における利用

Ø 供給者の判定に用いる
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調達プロセス自身における利用

n 調達側、供給側が呼応して本来のプロセス改善
が達成される

n 調達側は、供給者の判定に用いるだけでなく、
システムの企画や発注における調達側のプロセ
スの確立・改善を図る必要がある

n ソフトウェア企業においても外注を行う場合は、
同じ配慮が必要

n 調達に特化したプロセス群の定義がTR 15504  
Part 2アメンドメントとして決定されつつある
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供給者能力判定のフロー
 

プ ロ セ ス 能 力 報 告  規 定 要 求 事 項  

目 標 能 力  

提 案 さ れ た 能 力  

目 標 範 囲  

目 標 能 力  

目 標 定 義 段 階  応 答 段 階  検 証 及 び リ ス ク 分 析 段 階  

プ ロ セ ス 能 力 判 定 依 頼 者  

組 織  

リ ス ク を  
分 析 す る  

提 案 さ れ た

能 力 を 検 証 す る  

現 在 の 能 力  

を 診 断 す る  

目 標 能 力 を

 定 義 す る

独 立 ア セ ス メ ン ト  

自 己 ア セ ス メ ン ト  
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拡張プロセス能力判定

 
主契約者 

応用ソフト 
ウェア開発 
外部委託者 

ネットワーク設計 

外部委託者 

システム統合 

外部委託者 

ネットワーク実装 

外部委託者 

ネットワーク実装 

外部委託者 

独立シス 
テム試験 
外部委託者 

システム設計 

外部委託者 
 

複数企業のかかわる開発体制では全体の能力を問題にする
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ＩＳＯＳＰＡ
アセスメント試行の国際的体制

n SPICEプロジェクト:テクニカルセンタ

n アメリカ　SEI
n ヨーロッパ　ESI
n 南アジア　SQI
n カナダ、中南米　

n 北アジア　日本規格協会・情報技術標準化

研究センタ（ＩＮＳＴＡＣ）
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TR 15504 準拠のアセスメントモデル

n ISO/IEC TR 15504 第５部相当

n 同　（eSPA）　

n ＰＰＡ（英国）

n ＳＰＩＣＥ

n CMMI ?        他

46

参考
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能力水準０：不完全な(1/2)

n 15504-2: 「プロセスは実行していないか，プロセス
の成果を達成していない」

n 15504-2: 「定義した属性のそれぞれについて，体

系的達成の証拠がほんの少ししか存在しないか，
又は全く存在しない」

n 基本的にはプロセスの目的を達成しなかった（次プロセスに
作業性産物を引き渡せなかった）という状態であるが、より厳
密には、能力水準１が求めるPA1.1、さらにその内容である、
プロセス実施指標（Part-5モデルではBP群）を達成できなかっ
たということである。
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能力水準０：不完全な(2/2)

n 能力水準０は、CL0と略記する

n 能力水準０には、当然、その達成を表すプ
ロセス属性(PA)というものはない

能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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n 15504-2: 「実行したプロセスは，プロセスの
成果を達成している」

n 能力水準１を　CL1　と略記する

能力水準１：実施された(1/2)

能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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能力水準１：実施された(2/2)

n 能力水準１にはプロセス属性PA1.1のみが属している

n PA1.1（プロセス実施属性）:　識別可能な入力作業生産
物を識別可能な出力作業生産物に変換することによ
り，プロセスがプロセスの成果をどれだけ達成でき
たかの程度

n PA1.1の達成結果：

Ø 実施する作業及び生産する作業生産物の範囲を理解
している

Ø プロセスの成果の達成を支える作業生産物を作成し
ている
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能力水準２：管理された(1/3)

n 15504-2: 「「実施されたプロセス」を，定義
した目標値に基づいて計画し，追跡し，検証
し，調整するという管理した形で実行してい
る」

n 能力水準2を　CL2　と略記する能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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能力水準２：管理された(2/3)

n 能力水準2にはプロセス属性PA2.1とPA2.2が属している

n PA2.1 （実施管理属性） :　定義した目標値を満足する
作業生産物を生産するために，プロセスの実施を，
管理している程度

n 達成の結果:
Ø プロセスの実施の目標値（例えば，品質，期間，サ

イクルタイム，資源の利用）を識別している

Ø プロセスの作業生産物を生産する責任及び権限を割
り当てている

Ø 定義した目標値を満足する作業生産物を生産するた
めにプロセスの実施を管理している
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能力水準２：管理された(3/3)

n PA2.2 （作業生産物管理属性） :　適切に文書化し，制御
し，検証した作業生産物を生産するために，プロセス
の実施を管理している程度

n 達成の結果:
Ø プロセスの規定された作業生産物に対する（機能的及び非機能的）

要求事項を定義している

Ø 作業生産物の文書化及び制御に対する要求事項を定義している

Ø 制御される作業生産物相互の依存関係を定義している

Ø 作業生産物を適切に識別し，文書化し，その変更状況を制御してい
る

Ø 作業生産物を定義した要求事項を満足するように検証し，調整して
いる

54

能力水準３：確立された(1/3)

n 15504-2: 「「管理されたプロセス」を，ソフ
トウェアエンジニアリングの考え方に基づき，
プロセスの成果を達成することができる，定
義したプロセスを使用して実施している」

n 能力水準3を　CL3　と略記する
能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な



55

能力水準３：確立された(2/3)

n 能力水準3にはプロセス属性PA3.1とPA3.2が属している

n PA3.1 （プロセス定義属性）:　プロセスの成果を達成
するために，プロセスの実施が標準プロセスに基づ
くプロセス定義を使用している程度

n 達成の結果:
Ø 管理されたプロセスの実行を支援する，修整についての適切な説明を

含む標準プロセスを定義している

Ø 適切に選択及び／又は修整した標準プロセス文書に従い，プロセスの
実施を遂行している

Ø プロセスの振舞いを理解し，洗練するために，経年的なプロセスの実
施データを収集している（例えば，プロセスの実施の資源ニーズを見
積もるために）

Ø 定義したプロセスの使用経験を，標準プロセスを洗練するために使用
している
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能力水準３：確立された(3/3)

n PA3.2 （プロセス資源属性）:　プロセスが，定義した
プロセスを展開するために適切に配置したふさわし
い資源（例えば，人的資源やプロセス環境）を利用
している程度

n 達成の結果:

Ø プロセスの実施に必要な役割，責任及び能力を識別
し，文書化している

Ø プロセスの実施に必要なプロセス環境を識別し，文
書化している

Ø 定義したプロセスの実施を支援するために，必要な
資源が利用可能で，それを配置し，使用している
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能力水準４：予測可能な(1/3)

n 15504-2: 「「確立されたプロセス」を，プロ
セスの成果を達成するために，定義した限界
内で一貫して実施している」

n 能力水準4を　CL4　と略記する
能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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能力水準４：予測可能な(2/3)

n 能力水準4にはプロセス属性PA4.1とPA4.2が属している

n PA4.1 （プロセス測定属性）:　関連するビジネスゴー
ルを支援するため定義したゴールの達成にプロセス
の実施が役立つことを確実にするため，製品及びプ
ロセスゴール並びに尺度を使用している程度

n 達成の結果:
Ø 製品及びプロセスのゴール並びに尺度を，関連する

ビジネスゴールに沿って識別している

Ø 製品及びプロセスの尺度を，定義した目標を満足し
ている程度を，監視するために集めている

Ø プロセスの実施の組織横断的な傾向を分析している
Ø プロセス能力を組織横断的に測定し，維持している
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能力水準４：予測可能な(3/3)

n PA4.2 （プロセス制御属性）:　定義した製品及びプロ
セスゴールを達成するために，必要なところでプロ
セスの実施を是正するための製品及びプロセスの尺
度を収集し，分析し，使用することによりプロセス
を制御する程度

n 達成の結果:

Ø 分析及び制御のための適切な技法を識別している

Ø プロセスの実施を定義した限界内に制御することを
支援するために，仕掛かり中の製品及びプロセスの
尺度を収集し，分析している

Ø プロセスの実施を定量的に管理している
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能力水準５：最適化している(1/3)

n 15504-2: 「「予測可能なプロセス」を， 関連
する現在の、及び、計画したビジネスゴール
を効果的に満足するように，動的に変更し，
適用する」

n 能力水準5を　CL5　と略記する能力水準５：最適化している

能力水準４：予測可能な

能力水準３：確立された

能力水準２：管理された

能力水準１：実施された

能力水準０：不完全な
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能力水準５：最適化している(2/3)

n 能力水準5にはプロセス属性PA5.1とPA5.2が属している

n PA5.1 （プロセス変更属性）:　組織の関連するビジネ
スゴールを達成するために，プロセスの定義，管理
及び実施の変更を制御している程度

n 達成の結果:
Ø すべての提案した変更の影響を，定義したプロセス及び標準プ

ロセスの定義した製品及びプロセスのゴールに対して評価して
いる

Ø プロセスの実施に対するすべての混乱を理解し，対策を取るこ
とを確実にするために，すべての合意した変更の実行を管理し
ている

Ø 定義した製品及びプロセスのゴールに対して，プロセス変更の
有効性を実施に基づいて評価し，必要に応じて調整を行ってい
る
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能力水準５：最適化している(3/3)

n PA5.2 （継続的改善属性）:　組織の関連するビジネス
ゴールの達成における継続的な改善を確実なものとす
るために，プロセスに対する変更を識別し，実行して
いる程度

n 達成の結果:

Ø 組織の関連するビジネスゴールを支援するプロセスに
対するプロセス改善目標を定義している

Ø 顕在化した問題及び潜在的に存在する問題の原因を識
別している

Ø 改善の機会を識別している

Ø 組織横断的なプロセス改善目標を達成するために，実
現戦略を確立し，展開している
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